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　　『筑波山行の日は
天気はどうなるのか？』
リーダーとして、当日ま
でこの不安がつきまと
い、落ち着かない日々
が続きました。数日前
からの天気予報でも雨
の可能性は高いとのこ
と。今回はバスも予約
しているし、中止にはで

きない。天気がどちらになっても対応できるようにプランを組む必要(バスハイク
も視野に入れる)がありました。インフォメーションでもその旨を載せ、皆にもど
ちらの場合にも対応できるよう準備をしてもらいました。結局、当日の朝、筑波
山に向かう途中の天気を見て、登る決断をしました。しかし、いざ登ってみると天
気はだんだんと良くなり、女体山の山頂では皆で眼下の絶景を見ることができま
した。
 さて、筑波山はとても有名で人気の高い山ですが、何人かのメンバーに聞いて
みると、初めて来たとか、小学校の遠足以来、何十年ぶりに来たとか言う人が多
いのに驚きました。今回登ったコース(おたつ石コース)は、大仏岩や北斗岩など、
大きな奇岩が多い面白いコースでした。登る過程では、できるだけペースを落と
して皆の負担を最小限に抑えようと考えて歩いていました。それでも、全員がコー
スタイムに遅れることなく、予定よりも早く下山できました。マラソンと同じように、
山はペース配分がいかに大切かを改めて感じました。『できるだけゆっくり歩い
て、景色や自然、会話などを楽しむ。しかし、歩き終わってみれば決して遅くは
ない』。今後もこのような方針で歩いていきたいと考えています。
　山を下りた後は悠遊組と合流して、赤や白の梅の花が満開の梅林の中を歩い

て写真を撮ったりしました。満開のいいタイミングで来られたこと、無料見ること
ができたことに感謝です。
　昼食&温泉は日帰り入浴施設でゆっくりと時間を取るができましたが、温泉に
入った人が半分しかいなかったことは、正直、想定外であり動揺しました。入浴
するにはまだ早かったからなのか？入浴代が少し高かったからなのか？終わって振
り返ってみれば、梅林で皆で弁当を広げて食べるのがベストだったなと感じては
いますが、当日は天気が読めなかったので、雨が降っても昼食が取れるように外
食にしたのです。もちろん、今後も『できるだけ景色のよい所で皆で弁当を食べ
る』のを基本にするべきであると思っています。
　最後は筑波宇宙センター (JAXA)を自分のリクエストで皆で見学しました。果
たして皆の評判はよかったのだろうか？伊藤会長が昔、『日本の百名山を二百倍
楽しむ本』というのを書こうとしたそうです。それはその山の自然の魅力だけでな
く、山の周辺の歴史や文化、グルメや人との交流なども含めた魅力を紹介する
趣旨であると聞きました。それは面白いなと感じていましたので、遊友でもチャン
スがあればぜひそのような場所にも行けたらということで、筑波宇宙センターに
行ってみることにしたのです。つくば市は最先端の研究都市でもあるのです。人
工衛星や宇宙ステーションの日本実験棟、小惑星探査機はやぶさ、かぐやが撮
影した月の表面のハイビジョン映像などは、皆のファンタジー心をきっと刺激した
はずだと信じていますが…。今回の山行の集合写真は、国産H2ロケットの前で
撮りましたが、ハイキングクラブらしくなかったかもしれません。
　今回の山行では多くの場所を巡り、いくつかの反省点もありました。ゲスト参
加した相川さんや再入会した樋口さんは、今回の山行をどう感じたのでしょうか？
また皆と行きたいと感じてもらえればと願っております。今回、久しぶりに参加し
たメンバーもこれからも一回でも多く参加して、皆で楽しい思い出を積み重ねて
いきましょう！アドバイスを頂いた会長や運転手の及川さん、保険担当の佐藤さん、
会報担当の小倉さん、そして、メンバー一人一人の皆様のご協力に感謝致しま
す。ありがとうございました。
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